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＜緩和ケア部会：平成24年度経費内訳（案）〉

合　計 2,201,935

1.　緩和ケア認識の普及啓発活動
　（①－１）緩和ケアパンフレットの配布

項　目 単価 支出予定金額 備考
郵送代 430 80 34,400
コピー用紙代 2 345 690

　　計 35,090

項　目 研修先 回数 単価 支出予定金額 備考

講師謝金（学外者）2時間 2 30,000 60,000

講師謝金（学外者）2時間 2 30,000 60,000

　　　　　計 120,000

項　目 場所 人数 単価 支出予定金額 備考

旅費 県立宮古病院 2 57,400 114,800
航空券30,000（那覇～宮古往復）
日当6,600/宿泊20,800（2泊3日）

旅費 県立八重山病院 2 66,800 133,600
航空券39,400（那覇～石垣往復）
日当6,600/宿泊20,800（2泊3日）

　　　　　計 248,400

項　目 件数 単価 支出予定金額 備考
　解析費 500 500,000
　　　　　計 500,000

４．緩和ケア情報シートの分析：　￥500,000

２.　患者会への協力

１． 琉球大学附属病院支出予定額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都道府県拠点病院）

　（①－２）本島および離島で講演会等を開催する

３．疼痛除去率調査費用

石垣と宮古での患者会を後援する、または講演会の開催

今年度はどちらか一ヶ所

５.　本島での緩和ケア研修会企画、実施を調整する

項　目 研修場所 人数 単価 支出予定金額 備考

研修会費用
琉球大学医学部附
属病院

409,425
（詳細は【本島での緩和ケア研修会に
係る費用】参照）

　　　　　計 409,425

６.　緩和ケアフォローアップ研修会を実施する
項　目 研修場所 人数 単価 支出予定金額 備考

　交通費（県内） 10 2,000 20,000
　講師謝金（学外者） 2時間 10 30,000 300,000

会場費
沖縄県医師会（４時
間）

２日間 16,000 32,000

　　　　　計 352,000

７．チーム医療体制の強化：￥6,400（アンケート調査）

８．緩和ケアチームへの依頼調査

項　目 送付先 単価 支出予定金額 備考
郵送代 14 80 1,120

　　計 1,120

９．看取りを施設で行うための勉強会の実施：\16,000（アンケート調査）

１０・行政セミナーの実施

項　目 単価 支出予定金額 備考

会場使用料 3 2500 7,500 沖縄県医師会ホールで行った場合

光熱費・設備使用料 3 2000 6,000

　　計 13,500



２．　県立中部病院支出予定額（地域拠点病院） 合　計 409,425

項　目 研修場所 人数 単価 支出予定金額 備考

研修会費用 県立中部病院 409,425
（詳細は【本島での緩和ケア研修会に
係る費用】参照）琉大の規定参照

　　　　　計 409,425

３．　那覇市立病院支出予定額（地域拠点病院） 合　計 409,425

項　目 研修場所 人数 単価 支出予定金額 備考

研修会費用 那覇市立病院 409,425
（詳細は【本島での緩和ケア研修会に
係る費用】参照）

　　　　　計 409,425

４．　北部地区医師会病院支出予定額（支援病院） 合　計 409,425

項　目 研修場所 人数 単価 支出予定金額 備考

研修会費用
北部地区医師会病
院

409,425
（詳細は【本島での緩和ケア研修会に
係る費用】参照）

　　　　　計 409,425

５．　県立宮古病院支出予定額（支援病院） 合　計 60,000

項　目 人数 回数 単価 支出予定金額 備考

講師謝金（学外者） 　2時間 2 30,000 60,000

計 60 000

３.　本島での緩和ケア研修会企画、実施を調整する

７．　緩和ケア認識の普及啓発活動

３.　本島での緩和ケア研修会企画、実施を調整する

３.　本島での緩和ケア研修会企画、実施を調整する

　　　　　計 60,000

６．　県立八重山病院支出予定額（支援病院） 合　計 60,000

項　目 人数 回数 単価 支出予定金額 備考

　講師謝金（学外者） 　2時間 2 30,000 60,000

　　　　　計 60,000

総　額 3,550,210

*日　 当・・・1日当たり2,200円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）

*宿泊料・・・1夜当たり10,400円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）

*謝金(学外者)・・・1時間　15,000円（国立大学法人琉球大学諸謝金支給基準単価表参考）

７．　緩和ケア認識の普及啓発活動


